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注記　１．本設備は、各市町村条例対象（少量危険物貯蔵所）に該当します。所轄消防署に事前に届出してください。また、通気口金具設置高さ、消火器・標識掲示板設置位置等については所轄消防署指導に従ってください。

注記　４．吊り上げ方法（天秤棒による吊り上げ厳守）、アンカーボルト固定方法については、別要領書を必ずご確認ください。

注記　５．アンカーボルト間寸法は参考値となります。現地にて（別売）後打ちアンカーにより確実に固定してください。

注記　６．据付完了後、吊り金具を取り外し、天秤棒（オプション）と共に現地にて廃棄してください。

注記　７．上記各付属品（付属品１）液面計を除く）は、全てお客様にて取付してください。各取出用ニップル及び配管等を別にご用意ください。

注記　８．取出口は全てソケット（メネジ）となります。ただし、標準品以外でのご指定品は除きます。

注記　９．Ｎ５・Ｎ６・Ｎ７に配管・部品等を取付しない場合は、（別売）プラグ等によりお客様にて閉止してください。

注記１１．据付施工に際して、別要領書を必ず熟読してください。

３）　通気口金具　　　　　　　　　　　　３２Ａ　　　　　　　１ヶ　　注記１・７

４）　油出口弁　　　　　　　　　　　　　２５Ａ　　　　　　　１ヶ　　注記７

５）　ドレン弁　　　　　　　　　　　　　２０Ａ　　　　　　　１ヶ　　注記７

６）　フレキシブルパイプ（ユニオン型）　２５Ａ×Ｌ５００　　１本　　注記７

７）　１０型消火器　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　１本　　注記１・７

８）　消火器用格納庫（１０型１本用）　　　－　　　　　　　　１台　　注記１・７

９）　（少量危険物用）標識・掲示板　　　　－　　　　　　　　３枚　　注記１・７

１０）回転式ベンチレーター　　　　　　１００Ａ　　　　　　　１ヶ　　注記７

注記　３．吊り金具は取り外して出荷されます。吊り上げ前に、吊り金具と本ユニットをボルトナット固定してください。
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２）　注油口金具　　　　　　　　　　　　５０Ａ　　　　　　　１ヶ　　注記７
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注記　２．アンカーボルトで固定できる十分な支持面をもつ水平かつ堅固な基礎の上に設置してください。また、別固定参考図をご確認ください。
設計用水平震度  Ｋ　＝２．０

堅 固 な 基 礎 上 に フ ル ア ン カ ー 固 定 時
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(  1290  )  注 記 ５ (  1290  )  注 記 ５

１）　液面計（目安表示）　　　　　　　　　－　　　　　　　　１ヶ　　フロートフンドー式（本体取付）
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注記１０．防油堤とみなされる高さ以下で配管・ビス等を貫通させないでください。
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